
仙
台
地
本
で
組
織
拡
大

仙
台
地
本
宮
城
県
分
会
設

備
班
に
於
い
て
十
一
月
一
四

日
、
一
名
の
組
織
拡
大
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
全
員

が
新
た
な
組
合
員
を
迎
え
る

こ
と
を
喜
び
、
心
か
ら
大
歓

迎
し
ま
す
。

本
人
は
、
「
東
労
組
の
運

動
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
た

が
組
合
員
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
何
と
な
く
加
入
し
て
い

ま
し
た
。
最
近
、
自
分
の
組

合
感
と
一
番
近
い
組
合
に
加

入
し
た
い
と
の
思
い
が
日
増

し
に
強
く
な
り
、
意
を
決
し

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
に
加
盟

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

本
人
の
決
断
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
要
因
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
連
合
が
進
め
て
き
た
民

主
化
闘
争
の
成
果
と
し
て
会

社
と
東
労
組
の
関
係
が
是
是

非
非
の
関
係
に
な
っ
て
き
た

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
実
的
に
会
社
の
労
政
状

況
は
、
加
入
す
る
組
合
で
差

別
選
別
を
し
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

組
合
活
動
は
人
格
形
成

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、

会
社
と
向
き
合
う
企
業
内
労

働
組
合
と
し
て
会
社
と
の
信

頼
関
係
を
築
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
切
さ
を
認
識
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
物
の

見
方
、
考
え
方
は
、
社
員
と

し
て
組
合
員
と
し
て
人
と
し

て
、
将
来
の
人
格
形
成
に
も

役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

喜
び
の
連
鎖
を

拡
大
し
よ
う
！

今
後
と
も
、
イ
ー
ス
ト
ユ

ニ
オ
ン
に
信
頼
を
あ
ず
け
、

安
全
で
安
心
し
て
働
け
る
職

場
づ
く
り
を
考
え
る
良
識
あ

る
社
員
が
多
数
加
入
し
た
い

と
思
わ
せ
る
、
そ
し
て
実
際

に
加
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
ま
で
以
上
に
、
働
く
時
は

は
シ
ッ
カ
リ
働
き
、
言
う
べ

き
時
に
は
シ
ッ
カ
リ
発
言
す

る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
組
織
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
は
継
続
的
に
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
組
織
拡
大
で
仲
間
を
迎
え

入
れ
る
『
喜
び
』
の
連
鎖
を

皆
で
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
「
加

盟
す
る
九
九
単
組
八
万
一
千

人
の
組
合
員
は
、
今
回
加
入

し
た
組
合
員
を
心
か
ら
歓
迎

す
る
と
と
も
に
、
更
な
る
加

入
に
つ
な
げ
る
呼
び
か
け
行

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
、

組
織
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
く
よ
う
要
請
す
る
」
と
の

激
励
の
言
葉
が
民
主
化
闘
争

情
報N

O
.
9
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に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

管
理
者
は
良
き
リ
ー
ダ
ー

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
が
考

え
る
労
使
関
係
、
管
理
者
の

立
ち
位
置
は
、
労
働
者
の
敵

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
確
な

組
合
員
で
あ
り
働
く
仲
間
で

す
。
よ
り
良
い
労
働
環
境
づ

く
り
に
、
と
も
に
働
く
仲
間

で
す
。

（
中
央
本
部
）

退
職
者
連
絡
会

第
二
回
総
会
・
開
催

Ｊ
Ｒ
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

中
央
本
部
退
職
者
連
絡
会
、

第
二
回
総
会
が
十
一
月
二
六

日
（
土
）
本
部
会
議
室
に
於

い
て
関
係
者
二
十
二
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
安
西
本
部
副
会
長

（
仙
台
）
の
挨
拶
後
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
椙
田
實
さ
ん

が
顧
問
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

〈
新
三
役
員
〉
（
敬
称
略
）

会

長：

松
田

明

副
会
長：

大
場
益
雄

事
務
長：

古
川
吉
男
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基本理念 社員で考え社員のための労働運動を目指す、企業内労働組合

心とこころをつなぐ相互扶助活動と、次代につなぐ社会正義の実現を目指す

2016年度、年末手当
（妥結11/17！）

基準内賃金の3.18ヶ月分

12月5日(月) 準備でき次第

・会社側は、ことさら取り巻く情勢の不透明さを

主張。この間の真摯な議論に感謝を述べ、会社側

として最終の回答を提示。

・組合側は、会社の利益は全社員の成果、組合の

要求まで届いていない。更なる社員の

やる気を引き出す正当な人事評価を頼

む。不満も残るが3.18ヶ月を重く受け

止め、席上妥結せず持ち帰り協議の上、

妥結を伝えた。

東
労
組
の
違
和
感
だ
ら
け
の
運
動
か
ら
脱
却
！

仙
台
地
本
で
平
成
採
用
者
が
加
入

「
大
き
な
決
断
と
勇
気
を
持
っ
て
」

当日参加された

ＯＢ並びに諸先輩の皆さん

組織拡大
11/14 付け



知
見
を
広
め
現
場
で
活

動
をＪ

Ｒ
連
合
は
、
十
一
月
六

日
～
七
日
、
都
内
に
於
い
て

「
第
二
十
一
回
Ｊ
Ｒ
連
合
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
か
ら

瀬
戸
中
央
執
行
委
員
と
瀬
藤

新
潟
地
本
執
行
委
員
の
二
名

が
受
講
し
ま
し
た
。

各
単
組
か
ら
は
、
新
任
の

中
央
執
行
委
員
や
地
方
執
行

委
員
の
役
員
二
六
名
が
受
講

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
が
取
り
組
む
政

策
課
題
や
組
織
課
題
や
集
団

行
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

一
日
目
は
、

連
合
会
館
（
旧
総
評
会
館
）

で
日
本
の
労
働
運
動
を
牽
引

す
る
施
設
で
大
き
な
流
れ
と

歴
史
を
感
じ
て
欲
し
い
と
し

て
本
会
場
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

講
義
の
目
的
は
大
ま
か
に
三

点
で
す
。

①
Ｊ
Ｒ
連
合
を
取
り
巻
く
現

状
と
課
題
を
認
識
す
る
こ
と
。

②
政
策
課
題
や
組
織
課
題
の

解
決
に
む
け
た
取
り
組
み
を

理
解
す
る
こ
と
。

③
全
国
の
仲
間
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

◆
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
に
つ
い
て

（
Ｊ
Ｒ
連
合：

松
岡
会
長
）

・
国
鉄
改
革
か
ら
、
ま
も
な

く
三
十
年
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
二

五
年
の
歴
史
と
今
後
の
課
題
。

・
独
善
的
な
組
織
運
営
が
鉄

道
労
連
（
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ

連
合
）
の
分
裂
の
引
き
金
。

・
政
治
と
の
関
わ
り
、
産
別

共
闘
の
関
わ
り
。

・
Ｊ
Ｒ
七
社
の
連
携
と
高
速

輸
送
（
リ
ニ
ア
と
新
幹
線
）

が
将
来
の
Ｊ
Ｒ
の
飛
躍
の
カ

ギ
で
あ
る
。

◆
交
通
・
政
策
課
題
の
解
決

に
む
け
て
（
Ｊ
Ｒ
連
合：

政

所
部
長
）

・
税
制
特
例
措
置
が
各
社
に

与
え
る
プ
ラ
ス
の
影
響
。

・
自
然
災
害
対
策
の
対
応
は
、

国
・
自
治
体
・
企
業
の
納
得

の
い
く
協
力
が
大
切
（
獣
害

被
害
の
対
策
含
む
）
。

・
同
一
労
働
と
同
一
賃
金
を

額
面
通
り
素
直
に
理
解
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

◆
連
合
・
交
運
労
協
と
の
関

わ
り
と
Ｊ
Ｒ
連
合
の
現
状

（
Ｊ
Ｒ
連
合：

河
村
事
務
局

長
）

・
連
合
は
労
働
政
策
を
重
視

し
て
い
る
。
交
通
政
策
は
、

緩
や
か
な
協
議
体
で
あ
る
交

運
労
協
が
主
体
と
成
っ
て
い

る
。

・
非
自
民
と
反
共
産
は
大
切

な
考
え
方
で
あ
る
。
連
合
は

明
確
に
主
張
す
べ
き
と
考
え

る
。
民
進
党
は
、
も
っ
と
力

を
つ
け
て
ほ
じ
い
。

・
賃
上
げ
と
企
業
の
内
部
留

保
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
会

社
の
発
展
が
無
け
れ
ば
Ｊ
Ｒ

本
体
は
維
持
で
き
な
い
。
格

差
是
正
が
大
切
で
あ
る
。

◆
場
所
を
変
え
て
懇
親
会
、

そ
の
後
、
宿
泊
地
の
大
井
町

へ
。

二
日
目
は
、

◆
三
ヶ
所
（
横
浜
支
社
前
、

東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
前
、

東
京
支
社
前
）
で
イ
ー
ス
ト

ユ
ニ
オ
ン
の
東
京
地
本
、
仙

台
地
本
、
新
潟
地
本
の
組
合

員
の
協
力
を
得
な
が
ら
早
朝

の
チ
ラ
シ
配
付
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
（
会
議
室
）
へ
移
動
し

て
国
会
議
事
堂
の
見
学
を
行
っ

た
後
に
再
び
講
義
を
受
け
た
。

◆
組
織
課
題
の
解
決
に
む
け

て
（
Ｊ
Ｒ
連
合：

吉
田
部
長
）

・
グ
ル
ー
プ
労
組
結
成
の
働

き
か
け
。

・
労
働
組
合
の
存
在
意
義
、

Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
安
全
を
築

く
、
組
合
員
の
雇
用
を
守
る
。

健
全
な
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
作
り
。

・
運
動
の
取
り
組
み
は
、
当

た
り
前
で
常
識
的
な
行
動
基

準
。
組
合
活
動
を
通
じ
て
逮

捕
さ
れ
た
り
、
警
察
等
に
監

視
さ
れ
る
よ
う
な
組
織
は
普

通
で
な
い
。

・
民
主
化
闘
争
と
は
、
魅
力

あ
る
組
合
作
り
。

◆
川
合
孝
典
参
議
院
議

員
よ
り
連
帯
の
挨
拶
。

・
普
通
、
会
社
に
入
る
の
は

仕
事
を
す
る
た
め
で
あ
り
組

合
活
動
を
目
的
に
会
社
に
入

る
方
は
余
り
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
何
か
の
キ
ッ
カ
ケ
で

組
合
活
動
に
携
わ
っ
た
ら
組

合
活
動
の
大
切
さ
が
分
か
り

組
合
と
政
治
の
関
わ
り
の
大

切
か
ら
国
会
議
員
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら

活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

・
Ｊ
Ｒ
連
合
の
皆
さ
ん
に
は

先
の
選
挙
で
お
世
話
に
成
り

ま
し
た
。
働
く
仲
間
と
し
て

国
政
で
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

・
産
別
組
織
が
様
々
な
政
策

実
現
の
た
め
に
政
治
に
働
き

か
け
を
行
う
こ
と
は
重
要
で

す
。

◆
最
後
に

・
二
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
に
於

い
て
Ｊ
Ｒ
連
合
の
役
割
や
進

む
べ
き
進
路
に
つ
い
て
何
ら

か
の
気
付
き
が
有
っ
た
と
思

い
ま
す
。

・
組
合
は
、
第
一
に
雇
用
、

そ
し
て
労
働
条
件
の
維
持
向

上
が
主
た
る
目
的
。
平
和
運

動
や
政
治
活
動
は
大
切
で
あ

り
ま
す
が
、
従
で
有
る
べ
き

で
す
。
組
合
活
動
の
主
と
従

を
取
り
違
え
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

・
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間

た
ち
は
、
組
合
は
何
の
た

め
に
誰
の
た
め
に
在
る

の
か
再
度
、
自
問
自
答
し
な

が
ら
各
自
の
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。

ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン ２０１６（Ｈ２８）年１２月１日 第２４号（２）

第
二
十
一
回
Ｊ
Ｒ
連
合
セ
ミ
ナ
ー

Ｊ
Ｒ
連
合
を
牽
引
す
る
役
員
育
成

知
見
を
広
め
更
な
る
活
動
の
飛
躍
を
期
し
て



Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
働
く
皆
さ

ん
に
は
、
ま
ず
は
オ
ー
プ
ン

シ
ョ
ッ
プ
制
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
た
上
で
、
自
分
自
身

が
納
得
し
て
組
合
を
選
択
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

無
関
心
に
流
さ
れ
て
組
合

に
加
入
す
る
こ
と
は
、
労
働

組
合
を
悪
く
す
る
一
因
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
自
身
の
将

来
の
た
め
に
も
、
労
働
組
合

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ

再
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

中
に
残
し
て
い
き
た
い
労
働

組
合
像
は
、
ま
ず
三
点
。

①
業
務
形
態
と
組
合
員
環
境

に
リ
ン
ク
し
た
組
織
の
在
り

方
・
体
制
へ
の
転
換
。

②
組
合
員
世
代
の
状
勢
変
化

に
伴
い
モ
バ
イ
ル
等
と
融
合

し
た
運
動
創
り
へ
の
参
加
。

③
多
様
な
労
働
感
に
よ
る
働

き
方
の
意
識
転
換
。

な
ど
に
つ
い
て
、
「
企
業

内
労
働
組
合
」
と
し
て
の
継

承
す
べ
き
原
点
を
留
め
な
が

ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
働
く
社

員
全
体
が
興
味
を
示
す
労
組

変
革
と
し
て
「
イ
ー
ス
ト

イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
策
定
し

ま
す
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
か

ら
「
変
革
へ
の
挑
戦
」

組
織
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

〈
実
践
そ
の
一
〉

◆
組
合
費
の
改
定
を
断
行

・
基
本
給
の
18/

1
0
0
0
×

12
ヶ

月
分
。

・
基
本
給
三
五
万
円
な
ら6

,
3

00

円
。

・
他
の
組
合
は
19/

1
0
0
0
+

地

本
費
で7

,6
50

円
位

・
あ
な
た
と
の
組
合
費
の
差

額
は
、
年
間
約1

8
,
9
0
0

円
。

も
し
か
す
る
と
＋
α
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

労
働
組
合
に
は
、
お
金

（
組
合
費
）
を
払
い
な
が
ら
、

組
合
役
員
の
指
示
を
受
け
活

動
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
、
特
異
性
が
あ
り
ま

す
。組

合
大
会
等
で
決
定
し
た

運
動
方
針
に
沿
っ
て
、
加
入

す
る
組
合
員
か
ら
組
合
費
を

集
め
て
様
々
に
企
業
内
等
で

の
活
動
を
実
践
し
て
い
き
ま

す
。そ

の
活
動
の
成
果
は
、
組

合
員
に
何
ら
か
の
形
で
還
元

さ
れ
な
け
れ
ば
労
働
組
合
に

加
入
し
て
い
る
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
は
、
払
っ
て
い
る

組
合
費
の
成
果
に
納
得
で
き

て
い
ま
す
か
？

組
合
費
は
雇
用
保
険
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
組
合

費
に
無
関
心
に
な
る
と
、
組

合
役
員
と
そ
の
組
織
は
腐
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

組
織
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

〈
実
践
そ
の
二
〉

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
を
結

成
し
、
地
方
を
含
め
た
機
関

整
備
が
完
了
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
営
業
部
会
、
運
車
部

会
、
設
備
部
会
と
と
も
に
、

管
理
部
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

管
理
部
会
に
は
、
今
年
主

務
職
試
験
に
合
格
し
た
中
央

本
部
委
員
長
を
は
じ
め
、
四

月
に
発
令
と
な
っ
た
新
任
助

役
な
ど
二
十
一
名
の
現
役
助

役
・
主
務
で
結
成
、
職
場
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
仕
事
の

中
心
と
な
り
活
躍
す
る
イ
ー

ス
ト
管
理
部
会
に
、
会
社
の

一
部
経
営
者
か
ら
も
期
待
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

イ
ー
ス
ト
管
理
部
会
か
ら
、

魅
力
あ
る
助
役
職
・
管
理
者

像
を
創
造
し
よ
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
発
足
三
〇
年
、

企
業
と
し
て
の
変
革
時
期
に

お
い
て
、
将
来
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
職
、
助
役
職
の
魅
力
づ

く
り
に
つ
い
て
、
イ
ー
ス
ト

管
理
部
会
提
言
を
ま
と
め
、

会
社
と
積
極
的
に
議
論
し
て

い
き
ま
す
。

組
織
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

〈
実
践
そ
の
三
〉

組
織
機
関
体
制
の
見
直
し

と
新
役
員
体
制
へ
の
転
換
。

仙
台
地
本
で
は
、
支
部
体

制
を
な
く
し
分
会
と
班
体
制

へ
転
換
し
ま
し
た
。

イ
ー
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
の
目
玉
改
革
と
し

て
い
る
の
が
、
組
織
体
制
の

見
直
し
で
す
。
労
働
組
合
は
、

大
会
で
決
定
さ
れ
た
運
動
方

針
を
も
と
に
、
本
部
、
地
本
、

支
部
、
分
会
と
各
所
に
お
い

て
運
動
づ
く
り
を
要
求
さ
れ
、

様
々
に
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
中
間
役
員

や
組
合
員
は
そ
の
様
々
な
活

動
に
狩
り
だ
さ
れ
、
組
合
活

動
に
自
分
の
時
間
や
家
庭
的

な
時
間
を
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
実
態
に
あ
り
ま
す
。

組
織
機
関
の
簡
素
化
か
ら

会
議
の
減
少
、
中
間
役
員
の

縮
小
を
図
り
ま
し
た
。

中
央
本
部
→
仙
台
地
方
本

部
→
福
島
県
分
会
・
宮
城
県

分
会
を
結
成
し
、
分
会
の
下

に
営
業
、
設
備
、
運
車
の
各

班
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
支
部
役
員
は
な
く
な

り
、
支
部
と
し
て
の
各
種
会

議
の
開
催
も
削
減
で
き
ま
し

た
。
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イーストイノベーション
２０１６～２０１８

イースト ユニオンから その４

今回は、「変革への挑戦」と
ＪＲ東日本の中に残して

いきたい労働組合像

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換

従
来
の
世
界
観
、
考
え

方
の
枠
組
み
が
根
本
的
に

動
揺
、
あ
る
い
は
崩
壊
し

て
、
新
し
い
も
の
に
転
換

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
考

え
方
。

ＨＰの検索は

ＪＲ

イーストユニオン

です

ＨＰ見てね！



運
動
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

〈
実
践
そ
の
一
〉

機
関
体
制
の
見
直
し
か
ら
、

組
合
運
動
づ
く
り
の
見
直
し

を
し
ま
し
た
。

組
合
員
自
身
の
時
間
の
持

ち
方
を
一
番
に
考
え
た
運
動

へ
の
変
革
を
目
指
し
ま
し
た
。

今
回
、
仙
台
地
本
で
は
支

部
体
制
を
無
く
し
、
こ
れ
に

よ
り
支
部
役
員
、
支
部
機
関

と
し
て
の
定
期
大
会
や
委
員

会
、
執
行
委
員
会
や
各
種
会

議
等
を
無
く
し
ま
し
た
。
組

織
の
簡
略
化
に
よ
り
役
員
や

組
合
員
が
活
動
づ
く
り
に
振

り
回
さ
れ
ず
、
働
い
て
い
る

組
合
員
の
職
場
問
題
を
一
番

に
考
え
た
活
動
づ
く
り
に
変

え
て
い
き
ま
す
。

労
使
交
渉
の
ベ
ー
ス
は
地

本
・
支
社
で
す
。
問
題
把
握

は
現
場
・
職
場
で
す
。

企
業
内
労
働
組
合
と
し
て
、

労
使
間
の
ベ
ー
ス
が
ど
こ
に

あ
る
か
を
し
っ
か
り
押
さ
え

な
が
ら
、
機
能
的
な
体
制
で

問
題
の
集
約
と
労
使
間
交
渉

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
過

去
の
大
衆
運
動
が
主
体
化
し

た
労
働
組
合
活
動
か
ら
の
脱

却
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

運
動
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

〈
実
践
そ
の
二
〉

管
理
者
と
し
て
の
実
感
と
、

魅
力
あ
る
現
場
管
理
者
の
育

成
が
急
務
で
す
。

労
働
者
の
原
点
と
な
る
職

場
づ
く
り
は
最
重
要
課
題
で

す
。
そ
の
中
で
職
場
で
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
現
場
管
理
者
は
、

組
合
員
と
し
て
も
リ
ー
ダ
ー

的
な
位
置
づ
け
と
し
て
職
場

の
中
で
活
動
す
る
こ
と
か
ら
、

働
き
方
に
見
合
っ
た
職
制
の

地
位
向
上
と
給
与
を
含
め
た

待
遇
改
善
が
緊
急
の
課
題
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

若
い
管
理
者
が
実
感
で
き

る
魅
力
あ
る
リ
ー
ダ
ー
職
と

し
て
、
会
社
的
に
も
強
力
な

裏
付
け
を
急
務
と
し
た
取
り

組
み
を
要
請
し
ま
す
。
イ
ー

ス
ト
管
理
部
会
か
ら
の
改
善

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。現

場
管
理
者
は
社
員
・
労

働
者
の
敵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

組
合
員
で
す
。
よ
り
良
い
労

働
環
境
づ
く
り
に
、
と
も
に

働
く
仲
間
で
す
。

十
一
月
十
六
日
、
Ｊ
Ｒ
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
斎
藤
中
央
執

行
委
員
を
含
む
Ｊ
Ｒ
連
合
や

各
単
組
の
役
員
は
、2

0
1
7

税

制
改
正
に
係
る
課
題
に
つ
い

て
、
麻
生
太
郎
副
総
理
・
財

務
大
臣
・
金
融
担
当
大
臣
に

対
し
、
二
点
に
つ
い
て
要
請

行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

①2
0
1
7

年
三
月
に
適
用
期

限
切
れ
を
迎
え
る
Ｊ
Ｒ
北
海

道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物

の
経
営
の
根
幹
を
支
え
る
極

め
て
重
要
な
税
制
特
例
措
置

（
二
島
特
例
・
承
継
特
例
・

買
換
特
例
）

②
Ｊ
Ｒ
各
社
（
鉄
道
事
業

者
）
に
共
通
の
各
種
税
制
特

例
措
置
（
旅
客
新
車
特
例
・

石
油
石
炭
税
の
重
課
分
の
還

付
措
置
等
）
の
適
用
期
限
延

長
を
主
と
す
る
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
を
代
表
す
る
責
任
産

別
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間

と
共
に
Ｊ
Ｒ
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ

オ
ン
本
部
は
今
後
と
も
Ｊ
Ｒ

各
社
の
安
定
的
発
展
に
向
け

行
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

連
合

2
0
1
7

春
季
生
活
闘
争
方
針

十
一
月
二
五
日
（
開
催
）

第
七
四
回
中
央
委
員
会
（
確

認
）
・
～
「
底
上
げ
・
底
支

え
」
「
格
差
是
正
」
で
ク
ラ

シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
を
実
現
し
よ

う
！
長
時
間
労
働
撲
滅
で
ハ
ッ

ピ
ー
ラ
イ
フ
の
実
現
を
！
～

・
（
概
要
・
省
略
）

◆
【
回
答
ゾ
ー
ン
】
（
ヤ
マ

場
へ
の
集
中
と
三
月
内
決
着

を
め
ざ
す
）

・
第
一
先
行
組
合
回
答
ゾ
ー

ン
、
三
月
十
三
日
（
月
）
～

十
七
日
（
金
）

◆
ヤ
マ
場
は
、
三
月
十
五
日

（
水
）

・
第
二
先
行
組
合
回
答
ゾ
ー

ン
三
月
二
〇
日
（
月
）
～
二

四
日
（
金
）

・
中
堅
・
中
小
集
中
回
答
ゾ
ー

ン
三
月
二
五
日
（
土
）
～
三

十
一
日
（
金
）

Ｊ
Ｒ
連
合

「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格

差
是
正
」
の
実
現
に
向
け
て

2
0
1
7

春
季
生
活
闘
争
方
針

の
決
定
は
、
二
月
二
日
、
第

二
九
回
中
央
委
員
会
で
決
定

さ
れ
ま
す
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

2
0
1
7

春
季
生
活
闘
争
方
針

の
決
定
は
、
二
月
六
日
、
第

三
回
中
央
委
員
会
で
決
定
し

ま
す
。
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イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン2

0

1
6

春
闘
は
、
連
合
や
Ｊ
Ｒ

連
合
の
一
員
と
し
て
「
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
」
の
構
築
と
「
デ
フ

レ
か
ら
の
脱
却
」
「
経
済

の
好
循
環
実
現
」
を
目
指

し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン(

2
0
1
4

～2
0
1
8
)

を
基
本
と
し
た

「
総
合
労
働
条
件
改
善
闘

争
」
と
す
る2

0
1
6

春
季
生

活
闘
争
方
針
を
踏
ま
え
た
、

「
統
一
ベ
ア
要
求
」
と
併

せ
て
、
月
例
賃
金
ア
ッ
プ

に
拘
っ
た
「
諸
労
働
条
件

改
善
」
に
向
け
た
春
闘
を

展
開
し
ま
し
た
。

2
0
1
7

春
季
生
活
闘
争
に

向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
イ
ー
ス
ト

ユ
ニ
オ
ン
は
、
引
き
続
き

Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟
単
組
と
し

て
、
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
（2

01
4

～2
0
1
8

）
に
則

し
た
方
針
に
基
づ
き
、
統

一
ベ
ア
要
求
は
基
よ
り
、

総
合
生
活
改
善
闘
争
と
し

て
、
特
に
月
例
賃
金
の
引

き
上
げ
に
拘
る
諸
労
働
条

件
の
改
善
・
向
上
を
求
め

な
が
ら
、2

0
1
7

春
闘
闘
争

方
針
を
確
立
し
て
参
り
ま

す
。最

後
に
、
私
た
ち
は
、

春
闘
を
通
じ
た
組
織
の
強

化
・
拡
大
を
目
指
し
て
い

く
中
で
、
組
合
指
針
と
し

て
掲
げ
た
「
イ
ー
ス
ト
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン2

0
1
6

～2
0

1
8

」
を
リ
ン
ク
さ
せ
な
が

ら
、
私
た
ち
の
運
動
方
針

や
団
体
交
渉
等
も
含
め
た

活
動
の
理
念
を
伝
え
る
こ

と
、
運
動
の
見
え
る
化
と

あ
わ
せ
て
、
組
合
員
の
更

な
る
質
の
向
上
の
取
り
組

み
な
ど
を
進
め
、
組
織
拡

大
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
Ｊ
Ｒ
連

合
の
旗
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
て
参

り
ま
す
。

イーストユニオン春闘

2016から2017へ

2017税制改正に向

けJR連合の仲間と

共に、麻生財務大

臣に強力に要請！


